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●
一
般
競
走
の
部

優
勝　

細
川
の
散
髪
屋

２
位　

中
芸
消
防
A

３
位　

Ｊ
Ａ
選
抜

区
間
賞（
※
氏
名
、所
属
チ
ー
ム
）

１
区　

森
口　

拓
弥

 

（
細
川
の
散
髪
屋
）

２
区　

大
和
田　

賀
仁

 

（
安
芸
・
桜
ケ
丘
連
合
B
）

３
区　

西
内　

南
海
男

 

（
細
川
の
散
髪
屋
）

４
区　

門
田　

篤
幸

 

（
Ｊ
Ａ
選
抜
）

５
区　

細
川　

凱
良

 

（
細
川
の
散
髪
屋
）

６
区　

川
村　

綾
太

 

（
安
芸
・
桜
ケ
丘
連
合
A
）

●
一
般
ピ
ッ
タ
リ
の
部

　

優
勝　
R
u
n
n
e
r,
s 

H
i
g
h

　

２
位　

安
芸
・
桜
ケ
丘
連
合
A

　

３
位　
奈
半
利
町
消
防
団
第
１
分
団

区
間
賞

１
区　

中
島　

治
男

 

（
Ｊ
Ａ
選
抜
）

２
区　

松
﨑　

慎
吾

 

（
細
川
の
散
髪
屋
）

３
区　

矢
田　

勝
啓

 

（
奈
半
利
郵
便
局
）

〃　
　

中
原　

大
樹

（
R
u
n
n
e
r,
s 

H
i
g
h
）

４
区　

竹
田　

愛
奈

 

（
魔
法
戦
隊
バ
リ
ー
）

５
区　

松
坂　

康
永

 

（
安
芸
・
桜
ケ
丘
連
合
Ｂ
）

６
区　

丸
田　

翔
也

 

（
安
芸
・
桜
ケ
丘
連
合
Ｂ
）

●
小
学
生
競
走
の
部

優
勝　

少
年
野
球
Ｂ

２
位　

少
年
野
球
Ａ

　

〃　

奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ

　
区
間
賞

１
区　

松
平　

翔
梧

（
奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ
）

２
区　

安
岡　

嵩
真

 

（
少
年
野
球
Ａ
）

３
区　

弘
田　

篤
志

 

（
少
年
野
球
Ａ
）

４
区　

五
味　

凜
太
郎

 

（
奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ
）

５
区　

森
本　

魁
力

 

（
奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｂ
）

６
区　

淡
路　

龍
翔

 

（
少
年
野
球
Ｂ
）

●
小
学
生
ピ
ッ
タ
リ
の
部

優
勝　

奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｃ

２
位　

奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｂ

区
間
賞

１
区　

松
本　

裕
汰

 

（
少
年
野
球
Ａ
）

２
区　

長
谷
山　

蒼
要

 

（
奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｂ
）

３
区　

龍　

星
吾

 

（
少
年
野
球
Ｂ
）

４
区　

岡
村　

雅
妃

 

（
奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｂ
）

５
区　

細
川　

登
生

 

（
少
年
野
球
Ａ
）

６
区　

西
岡　

美
葉

 

（
奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
C
）

で
は「
細
川

の
散
髪
屋
」、

「
中
芸
消
防
A
」、「
Ｊ
Ａ
選
抜
」等
の
実

力
派
チ
ー
ム
の
争
い
が
予
想
さ
れ
ま
し

た
が
、圧
倒
的
な
走
り
を
見
せ
た「
細
川

の
散
髪
屋
」が
２
位
に
３
分
近
く
の
タ

イ
ム
差
を
つ
け
３
年
連
続
の
総
合
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。同
じ
く
一
般
の

ピ
ッ
タ
リ
部
門
に
お
い
て
は 

「
R
u
n

n
e
r,
s 

H
i
g
h
」が
、優
勝
し
ま

し
た
。

で
は「
奈
半 

利
陸

上
ク
ラ
ブ
」A
、

Ｂ
、C
の
３
チ
ー
ム
と
、「
少
年
野
球
」

A
、Ｂ
と
の
競
走
で
し
た
が
、競
走
の
部

で
は「
少
年
野
球
Ｂ
」が
、ま
た
ピ
ッ
タ

リ
の
部
で
は「
奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｃ
」

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
も
あ
り
、今
大
会
で
は
小
学
生
の

多
く
が
目
標
タ
イ
ム
に
近
い
タ
イ
ム
で

完
走
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
会
役
員
、交
通
指

導
員
な
ら
び
に
交
通
安
全
協

会
、交
通
安
全
母
の
会
、消
防

団
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

け
が
人
や
事
故
が
な
く
、無

事
に
大
会
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

奈半利町内駅伝競走大会開催
第37回

第37回奈半利町内駅伝競走大会が行われました。当日は天候
にも恵まれ、総勢19チーム（一般14チーム、小学生5チーム）の参
加者が健脚を競い合いました。

※来年度の第38回奈半利町駅伝競走大会は平成29年2月5日（日）に実施予定です。

平成28年
2月7日
（日）

一
般
・
競
走
の
部

小
学
生
の
部
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

奈
半
利
小
学
校
の

２
年
生
、
岡
松
大
翔

（
ひ
ろ
と
）
君
が
第
61

回
青
少
年
読
書
感
想

文
高
知
県
コ
ン
ク
ー
ル

で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
２
月
２０
日

に
は
高
知
会
館
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
県

内
の
入
賞
者
に
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
同
じ
く
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
サ
ン
ト
リ
ー
奨
励
賞

を
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。

　

感
想
文
の
題
材
に
し
た
本
は
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
著
の
「
ふ

し
ぎ
な
ガ
ー
デ
ン
」。
庭
の
な
い
、
木
も
草
む
ら
も
な
い
町
で

少
年
リ
ー
ア
ム
は
あ
る
草
木
を
見
つ
け
、
そ
の
世
話
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
だ
ん
だ
ん
と
他
の
人
た
ち
も
リ
ー
ア

ム
に
協
力
し
て
い
き
…
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
あ
る
ハ
イ
ラ
イ
ン
・
パ
ー
ク
を
基
に
し
た
絵
本
で
す
。

　

普
段
か
ら
本
を
読
ん
で
い
る
と
い
う
大
翔
君
は
、
感
想
文
を

書
く
に
あ
た
っ
て
、
文
章
を
書
く
の
は
苦
手
で
は
な
い
と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
全
体
的
に
悩
み
な
が
ら
書
い
た
そ
う
で
す
。

　

受
賞
し
た
こ
と
に
つ
い
て
大
翔
君
は
純
粋
に
「
う
れ
し
い
で

す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
最
優
秀
に
選
ば
れ
た
１０
人
を
代
表
し
て
受
賞

作
品
の
音
読
を
披
露
し
ま
し
た
。
大
翔
君
は
「
覚
え
る
の
が

難
し
か
っ
た
。
発
表
す
る
と
き
は
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
ち

ゃ
ん
と
言
え
た
の
で
良
か
っ
た
。
や
っ
た
！
と
思
っ
た
」
と
に
こ

に
こ
し
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
翔
君
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

１
月
２４
日（
日
）に「
平
成
２７
年
度
奈
半
利
町
健

康
ま
つ
り
」が
、保
健
セ
ン
タ
ー
中
心
に
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
下
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
健
康
ま
つ
り
は
、健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
奈
半
利
町
を
目
指
し
て
毎
年
開
催

し
て
お
り
、予
防
と
運
動
の
大
切
さ
を
目
的
に
、健

康
チ
ェ
ッ
ク
や
運
動
教
室
、奈
半
利
町
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
の
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
に
作
っ
て
い
た

だ
い
た
健
康
食
の
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、脳
年
齢
測
定
や
骨
量
測

定
、血
管
年
齢
測
定
を
行
い
、運
動
教
室
で
は
、ス

ポ
ー
ツ
マ
ッ
ク
ス
の
鈴
木
秀
司
さ
ん
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
、正
し
い
姿
勢
や
歩
き
方
、運
動
前
の

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。普
段
か
ら
散
歩
な
ど
の
運
動
を
し
て
い
る
参

加
者
が
多
か
っ
た
の
で
、大
変
有
意
義
な
教
室
に
な

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、奈
半
利
町
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
の
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
に
作
っ
て
い

た
だ
い
た「
プ
ル
コ
ギ
ギ
ン
バ
風
」、「
野
菜
た
っ
ぷ

り
生
春
巻
き
」、「
か
ぼ
ち
ゃ
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ラ

ダ
」の
試
食
を
行
い
ま
し
た
。健
康
的
で
お
い
し
い

と
、大
変
好
評
で
し
た
。

　

そ
の
他
、消
防
職
員
協
議
会
に
よ
る
餅
つ
き
や

豚
汁
の
配
布
な
ど
、当
日
は
寒
波
の
影
響
で
と
て

も
寒
い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
61
回
青
少
年
読
書
感
想
文

　 

高
知
県
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

平
成
２７
年
度

奈
半
利
町
健
康
ま
つ
り
開
催
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

２
月
２０
日（
土
）１３
時
３０
分
か
ら
町

民
会
館
で
、
第
１９
回
生
涯
学
習
推
進

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
大

雨
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の

方
が
観
に
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
生
涯
学
習
推
進
大
会
は
、

会
場
を
奈
半
利
小
学
校
の
体
育
館
へ

と
移
し
、
奈
半
利
小
学
校
の
合
唱
と

合
奏
や
奈
半
利
町
青
年
会
の
よ
さ
こ

い
踊
り
、
奈
半
利
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
、加
領
郷
小
学
校
の
落
語
、な

は
り
合
唱
隊
の
発
表
、
幼
稚
園
の
太

鼓
な
ど
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
世
代

を
超
え
て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
発

表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
な
は
り
合
唱
隊
の
発
表
で

は
、『
な
は
り
小
唄
』
の
歌
と
踊
り
を

披
露
し
、
来
場
者
か
ら
は
懐
か
し
い
、

こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
昼
食
で
は
、
奈
半
利
町
婦

人
会
の
方
々
が
出
演
者
の
た
め
に
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
っ
て
く
だ
さ
り
、
み

ん
な
で
お
い
し
い
カ
レ
ー
を
食
べ
ま

し
た
。

　

こ
の
発
表
を
き
っ
か
け
に『
明
る
く

楽
し
い
奈
半
利
町
』
を
目
指
し
、
生

涯
、
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
ご
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
１９
回
生
涯
学
習
推
進
大
会
開
催
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○
奈
半
利
会

　
　

月　

日
横
浜
市
に
お
い
て
東
京

１０

１７

奈
半
利
会
、　

月　

日
大
阪
市
に
お

１０

１８

い
て
関
西
奈
半
利
会
、　

月　

日
に

１１

３０

高
知
市
に
お
い
て
高
知
奈
半
利
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

各
奈
半
利
会
の
参
加
者
か
ら
は
、

ふ
る
さ
と
奈
半
利
町
に
心
温
ま
る
応

援
を
い
た
だ
き
、
良
い
交
流
の
機
会

と
な
っ
た
。

　

来
年
度
は
町
制　

周
年
と
な
る
節

１００

目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
多
く

の
方
が
帰
郷
す
る
港
ま
つ
り
の
時
期

に
合
同
奈
半
利
会
を
開
催
す
る
準
備

を
進
め
て
い
る
。

○
ふ
る
さ
と
納
税

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
は
、

平
成　

年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

２０

寄
付
件
数
も
年
々
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
。
特
に
本
年
度
は　

月
９
日
時

１２

点
で
、
寄
付
件
数
２
万
８
、
２
６
７

件
、
寄
付
金
額
６
億
２
、
７
０
０
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
本
年
度
末
の
寄

付
件
数
、
寄
付
金
額
は
前
年
度
を
大

き
く
上
回
る
見
込
み
。

　

寄
付
件
数
の
増
加
の
要
因
は
、
各

種
メ
デ
ィ
ア
で
の
取
り
扱
い
、
Ｐ
Ｒ

効
果
、
新
た
な
贈
呈
品
の
開
発
を
積

極
的
に
行
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
成
果
に
よ
り
、

お
礼
の
贈
呈
品
数
の
取
扱
量
も
増
加

し
、
そ
れ
ら
が
一
次
産
業
の
振
興
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
、
一
層
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
の
取
り
組
み
を
強

化
し
、
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
。

○
旧
弘
瀬
邸
の
活
用

　

地
域
活
性
化
の
た
め
町
に
寄
付
し

て
い
た
だ
い
た
「
旧
弘
瀬
家
住
宅
母

屋
」
が
本
年　

月
に
文
化
審
議
会
か

１１

ら
登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て
の
答

申
が
あ
り
、
近
く
指
定
、
登
録
さ
れ

る
見
込
み
。

　

現
在
、
古
民
家
と
し
て
復
元
す
る

た
め
改
修
耐
震
補
強
工
事
を
施
工
中

で
、
平
成　

年
３
月
末
の
完
成
を
目

２８

指
し
て
い
る
。
完
成
後
は
、
地
域
住

民
の
交
流
施
設
、
移
住
促
進
サ
ポ
ー

ト
施
設
、
観
光
等
の
情
報
発
信
拠
点

施
設
等
多
目
的
に
活
用
し
て
い
く
。

○
地
方
版
総
合
戦
略

　

昨
年　

月
に
国
が
制
定
し
た
、
ま

１２

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に
基
づ
く

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
現

在
、
庁
内
で
の
検
討
案
を
も
と
に
、

町
の
産
業
団
体
や
住
民
団
体
代
表

者
、
公
募
住
民
等
で
組
織
し
た
総
合

戦
略
推
進
会
議
を
開
催
。
委
員
か
ら

意
見
聴
取
等
を
行
い
な
が
ら
平
成　
２８

年
３
月
策
定
を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
地
方
版
総
合
戦
略
は
、
２
０

６
０
年
の
目
標
人
口
を
２
、
５
０
０

人
以
上
確
保
す
る
中
長
期
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
の
も
と
「
か
せ
ぐ
」
・「
に
ぎ

わ
う
」・「
か
な
え
る
」・「
さ
さ
え
る
」

を
各
キ
ー
ワ
ー
ド
に
４
項
目
の
基
本

目
標
を
設
定
し
、
近
年
堅
調
に
推
移

し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
、
総
合

戦
略
を
進
め
て
い
く
中
で
重
視
し
、

さ
ら
に
そ
の
相
乗
効
果
を
拡
大
す
る

た
め
、
高
知
県
と
連
携
し
、
奈
半
利

町
全
体
を
一
つ
の
集
落
と
と
ら
え
た

「
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
、

こ
れ
を
拠
点
に
産
業
の
振
興
、
雇
用

の
創
出
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
移
住

定
住
の
促
進
、
子
育
て
支
援
等
に
よ

り
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

等
の
各
施
策
・
事
業
を
展
開
し
、
人

口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
の
克
服
に

取
り
組
む
。

○
先
進
企
業
と
の
協
働
の
森

づ
く
り
事
業

　
　

月　

日
、「
環
境
先
進
企
業
と

１１

１４

の
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
」
に
よ
る

「
Ｊ
Ｔ
の
森　

奈
半
利　

２
０
１
５

秋
森
林
保
全
活
動
」
が
行
わ
れ
た
。当

日
は
、
天
候
が
悪
く
町
民
会
館
で
の

実
施
と
な
っ
た
が
、
Ｊ
Ｔ
の
社
員
と

そ
の
家
族
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
参
加
に
よ
り
、
丸
太
切
り
競
争
、

木
工
体
験
、
森
林
環
境
学
習
、
地
元

特
産
品
販
売
な
ど
を
行
っ
た
。

　

こ
の
活
動
に
よ
り
森
林
保
全
は
も

と
よ
り
、
町
外
か
ら
の
参
加
者
に
は

自
然
豊
か
な
奈
半
利
町
の
Ｐ
Ｒ
と

な
っ
た
。
今
後
も
協
定
の
精
神
に
則

り
、「
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
」
に
取

り
組
む
。

○
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
に

つ
い
て

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
と
し
て
愛

光
園
周
辺
高
台
に
防
災
拠
点
施
設
、

認
定
こ
ど
も
園
建
設
予
定
地
の
造
成

工
事
（
Ａ
＝
５
、
０
０
０
㎡
）
を
平

成　

年　

月
に
発
注
、
平
成　

年
３

２７

１０

２８

月
末
の
完
成
を
目
指
す
。

　

防
災
拠
点
施
設
に
つ
い
て
は
、
本

　１２月定例会は、１２月１６日に開会し、町長からの行政報告の後、条例案件３

件、規約案件２件、契約案件１件、予算案件２件、意見書１件の各案件を原

案どおり可決し、１７日に閉会した。

　一般質問は３人が登壇し、南海トラフ地震対策、予算執行管理、町有地の

管理等について執行部の考えを 質 した。　
ただ

●平成２７年　第４回定例会

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

VOL.146
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年
度
中
に
実
施
設
計
を
行
い
、
平
成

　

年
度
中
の
完
成
を
目
指
す
。ま
た
、

２８認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
３
月
に
は
建
設
工
事
を
発
注

２８し
、
平
成　

年
４
月
の
開
園
を
目
指

２９

し
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
目
指

し
、
自
主
防
災
組
織
等
の
活
動
を
支

援
し
、
避
難
訓
練
等
を
通
じ
て
住
民

の
防
災
意
識
や
防
災
力
を
向
上
さ

せ
、
自
助
・
共
助
を
進
め
る
と
と
も

に
、
津
波
対
策
と
し
て
奈
半
利
港
の

内
堤
防
の
整
備
や
高
台
へ
の
避
難
路

整
備
、
住
宅
の
耐
震
化
等
の
補
助
事

業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

○
中
芸
広
域
連
合
の
取
り
組
み

①
消
防
・
緊
急
業
務

　

管
内
の
火
災
発
生
件
数
は
３
件

（
奈
半
利
町
２
件
）
で
、
前
年
同
期

と
同
数
。　

月
に
は
秋
の
全
国
火
災

１１

予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
防
火
パ

レ
ー
ド
を
実
施
、
よ
り
一
層
の
火
災

予
防
に
努
め
「
火
災
ゼ
ロ
」
を
目
指

す
。
ま
た
、
管
内
危
険
物
施
設　

施
４０

設
の
立
入
検
査
を
実
施
し
、
違
反
是

正
及
び
事
故
防
止
等
の
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

　

救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、　

月
末

１０

現
在
、
出
場
件
数
４
３
９
件
（
奈
半

利
町
１
４
７
件
）、
搬
送
人
員
４
１

８
人
（
奈
半
利
町
１
４
２
人
）
で
、

前
年
同
期
に
比
べ
件
数
で　

件
、
人

４７

員
で　

人
の
増
加
。

３２

　

４
月
に
採
用
し
た
３
人
の
職
員

は
、
年
明
け
よ
り
消
防
隊
に
配
属
の

予
定
。

　

こ
の
他
、
介
護
保
険
業
務
に
係
る

認
定
者
数
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
な
ど
の
運

営
状
況
や
保
健
福
祉
業
務
の
健
康
増

進
、
障
害
保
健
福
祉
、
高
齢
者
保
健

福
祉
な
ど
各
業
務
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
　

案　
　

件　

◆
条　

例

○
奈
半
利
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

地
方
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
奈
半
利
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
を
改
正
す
る
も
の
。

 

（
賛
成
者
多
数
：
可
決
）

○
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
改

正
す
る
も
の

 

（
賛
成
者
多
数
：
可
決
）

○
奈
半
利
町
個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
第
９
条
第
２
項
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
同
法
第

　

条
第
９
号
に
基
づ
く
特
定
個
人
情

１９報
の
提
供
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
。

 

（
賛
成
者
多
数
：
可
決
）

◆
規　

約

○
中
芸
広
域
連
合
の
処
理
す
る
事
務

の
変
更
及
び
中
芸
広
域
連
合
規
約

の
変
更
に
関
す
る
協
議

　

中
芸
広
域
連
合
の
処
理
す
る
事
務

に
戸
籍
事
務
を
行
う
た
め
の
電
算
機

器
の
設
置
、
管
理
及
び
運
用
に
関
す

る
事
務
を
追
加
し
、
こ
れ
に
伴
い
当

該
連
合
規
約
を
変
更
す
る
た
め
、
地

方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

 

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

○
安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の

共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び

安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規

約
の
変
更

　

安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の

処
理
す
る
事
務
に
滞
納
整
理
に
関
す

る
事
務
を
追
加
し
、
こ
れ
に
伴
い
当

該
組
合
規
約
を
変
更
す
る
た
め
、
地

方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

◆
契　

約

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

平
成　

年
度
中
島
岡
宮
ノ
岡
線
避

２６

難
路
整
備
工
事
の
入
札
を
平
成　

年
２７

　

月　

日
に
指
名
業
者
４
社
で
行

１２

１０

い
、
㈲
礒
部
組
が
、
１
億
１
５
２
万

円
で
落
札
し
た
の
で
、
㈲
礒
部
組
代

表
取
締
役
礒
部
昌
平
と
の
工
事
請
負

契
約
を
締
結
す
る
た
め
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

 

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

◆
予　

算

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
国
民
健
康

２７

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第

３
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
、
３
５
８
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
６
億
８
、
０

１
０
万
円
と
定
め
る
も
の
。

 

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

２７

補
正
予
算
第
５
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に　
１０

億
５
８
５
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ　

億
７
、
１
１

４９

８
万
円
と
定
め
る
も
の
。

 

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

◆
意
見
書

○
森
林
・
林
業
政
策
の
推
進
を
求
め

る
意
見
書　

　

提
出
者
：
中
川
和
明　

議
員　

 

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）
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そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
の
調
査
事
件

の
所
管
担
当
課
よ
り
、
調
査
事
件
に

係
る
資
料
の
提
出
及
び
経
過
・
状
況

等
に
つ
い
て
の
説
明
、
報
告
を
受

け
、
現
地
等
の
視
察
、
協
議
を
行
っ

た
。

　

調
査
事
件
及
び
概
要

 
○
平
成　

年
第
４
回
定
例
会
の
会
期

２７

に
つ
い
て

　
　

定
例
会
会
期
に
つ
い
て
、
総
務

課
長
よ
り
提
出
議
案
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
協
議
を
行
い
、
執
行
部
提

出
の
条
例
案
件
３
件
、
規
約
案
件
２

件
、
契
約
案
件
１
件
、
予
算
案
件
２

件
、
そ
し
て
発
議
案
件
が
１
件
、
一

般
質
問
の
通
告
が
３
件
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
審
議
等
を
行
う
た
め
の
会
期

を　

月　

日
か
ら　

日
の
２
日
間
と

１２

１６

１７

決
し
た
。

　
 

議
会
運
営
委
員
会

 
○
津
波
避
難
タ
ワ
ー
現
地
調
査

 

　

（　

月　

日
）

１１

２６

　

平
成　

年
３
月
、
上
長
田
地
区
に

２７

完
成
し
た
第
５
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー

に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い
、
避
難

総
務
民
生
常
任
委
員
会

施
設
と
し
て
初
期
に
整
備
さ
れ
た
１

号
及
び
２
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー
と
の

対
比
を
行
っ
た
。

毅
第
５
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー　

　

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
建
築
物 

毅
第
１
号
、
２
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー

工
作
物
。

　
 

  
○
奈
半
利
川
水
利
権
更
新
に
係
る
要

望
事
項
の
ま
と
め

 

（　

月　

日
）

１１

１６

　

平
成　

年
の
奈
半
利
川
水
利
権
更

２７

新
期
に
係
る
要
望
事
項
に
つ
い
て
電

源
開
発
㈱
か
ら
の
回
答
案
を
受
け
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の
協
議
を

行
っ
た
。

　

協
議
の
結
果
、
回
答
内
容
に
つ
い

て
不
十
分
で
あ
る
と
し
、
本
件
に
つ

い
て
は
ダ
ム
公
害
対
策
特
別
委
員
会

と
し
て
、
県
及
び
電
源
開
発
㈱
に
対

し
、
直
接
交
渉
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

　 《
中
間
報
告
》

《
中
間
報
告
》

《
中
間
報
告
》

《
中
間
報
告
》

《
中
間
報
告
》

《
中
間
報
告
》

《
中
間
報
告
》

ダ
ム
公
害
対
策
特
別
委
員
会

▲第５号津波避難タワー

▲第２号津波避難タワー ▲第１号津波避難タワー
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問　

次
の
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
に
問

う
。

　

住
宅
耐
震
補
強
の
進
捗
率
の
状
況

は
。
ま
た
、
住
宅
の
部
分
改
修
の
補
助

制
度
も
要
求
し
て
き
た
が
、
国
・
県
の

姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
か
。
耐
震
補
強

補
助
金
の
代
理
受
領
制
度
が
県
内
７
町

村
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
当
町
に
お
い

て
実
施
の
考
え
は
。

　

平
成　

年
度
１
億
２
、
７
９
０
万
円

２７

の
津
波
避
難
道
整
備
予
算
が
組
ま
れ
て

い
る
が
工
事
完
成
の
見
通
し
は
。

　

ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
本
年
度
完

成
の
見
込
み
か
。

　

避
難
道
に
係
る
不
良
住
宅
除
却
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　

避
難
道
に
架
か
る
橋
の
耐
震
補
強
の

進
捗
状
況
は
。

　

地
震
に
火
災
は
つ
き
も
の
。
火
災
モ

デ
ル
地
区
の
指
定
を
受
け
、
火
災
対
策

を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

太
田
総
務
課
長

　

住
宅
耐
震
診
断
実
施
棟
数
は
現
時
点

で　

棟
、
進
捗
率
は　

％
。う
ち
、
耐
震

８１

９.６

改
修
工
事
済
棟
数
は　

棟
で
、
進
捗
率

２８

は　

％
。
耐
震
診
断
は
本
年
度
実
施
分

３.３

か
ら
個
人
負
担
が
不
要
と
な
り
、
今
後

も
引
き
続
き
、
住
宅
耐
震
化
事
業
を
促

進
し
て
い
き
た
い
。

　

部
分
改
修
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
県

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
有
識
者
と
の
協

議
、
検
討
段
階
で
あ
る
と
の
回
答
。
現

行
の
補
助
制
度
で
も
２
階
建
て
以
上
の

家
屋
に
お
い
て
１
階
部
分
が
基
準
以
上

の
耐
震
性
が
確
保
で
き
る
場
合
、
家
屋

全
体
の
改
修
で
な
く
１
階
部
分
の
改
修

工
事
だ
け
で
補
助
対
象
と
な
る
。
さ
ら

に
周
知
し
て
い
き
た
い
。
耐
震
改
修
設

計
工
事
事
業
者
が
、
住
宅
所
有
者
の
代

わ
り
に
直
接
補
助
金
を
受
領
す
る
代
理

受
領
制
度
は
、
現
在
実
施
し
て
い
な
い

が
、
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
と
思
わ
れ
る

の
で
、
実
施
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

　

平
成　

年
度
に
計
画
し
、
予
算
化
し

２７

て
い
る
避
難
路
整
備
計
画
事
業
は
中
島

岡
宮
ノ
岡
線
、
横
町
、
上
長
田
、
百
石

の
４
路
線
。
い
ず
れ
の
避
難
路
も
年
度

内
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
は
、
高
台
造
成

工
事
や
避
難
路
整
備
工
事
、
認
定
こ
ど

も
園
の
移
転
事
業
の
進
捗
状
況
に
合
わ

せ
て
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、
来
年
度

中
に
整
備
す
る
こ
と
で
事
業
を
進
め
て

い
る
。

　

老
朽
化
住
宅
除
却
事
業
は
、平
成　
２６

年
度
は
２
棟
実
施
。本
年
度
は
こ
れ
ま

で
２
件
の
申
請
が
あ
り
、年
度
末
ま
で

に
除
却
の
予
定
。住
民
か
ら
要
望
が

あ
っ
て
も
、除
却
費
用
、
相
続
上
の
ト
ラ

ブ
ル
、除
却
後
の
固
定
資
産
税
増
額
等

の
要
因
に
よ
り
除
却
で
き
て
い
な
い
案

件
も
あ
る
が
、住
宅
耐
震
化
事
業
と
併

せ
て
事
業
の
重
要
性
、必
要
性
を
住
民

に
周
知
し
、事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

火
災
対
策
事
業
は
、
現
時
点
で
当
町

が
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を
受
け
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
木
造
住
宅
密
集
地
域
が

多
い
当
町
に
お
い
て
火
災
が
同
時
多
発

す
る
恐
れ
が
高
く
、
津
波
避
難
行
動
の

妨
げ
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今

後
、
県
に
対
し
て
そ
の
対
応
策
に
つ
い

て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

答　

細
川
地
域
振
興
課
長　
　

　

避
難
道
に
架
か
る
橋
の
耐
震
補
強
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度

２６

繰
越
事
業
で
宇
川
１
号
橋
、
宇
川
２
号

橋
、
横
町
１
号
橋
、
手
間
谷
橋
の
計
４

橋
の
補
修
・
補
強
工
事
を
平
成　

年　
２７

１１

月
に
発
注
、
３
月
末
完
成
に
向
け
、
現

在
工
事
施
行
中
で
あ
る
。
ま
た
、
橋
梁

補
修
補
強
設
計
が
完
了
し
て
い
る
樋
ノ

口
橋
、
野
口
橋
は
、
今
後
、
発
注
す
る

予
定
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
撤
退
を

問　

半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、
歴
代
自

民
党
政
権
の
食
料
を
外
国
依
存
す
る
農

産
物
自
由
化
に
よ
り
、
わ
が
町
の
農
業

は
成
り
立
た
な
く
な
り
、
高
齢
化
や
担

い
手
の
減
少
が
限
界
ま
で
進
み
、
不
耕

作
地
が
増
え
、
崩
壊
の
危
機
を
迎
え
て

い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
そ
れ
に
決
定
的
な
追

い
打
ち
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
単

に
農
家
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
農
村
社

会
の
崩
落
、
国
土
崩
壊
、
日
本
の
安
全

安
心
を
脅
か
し
、
生
存
基
盤
を
脅
か
す

に
違
い
な
い
。　

月
末
、
政
府
は
Ｔ
Ｐ

１１

Ｐ
対
策
を
打
ち
出
し
た
が
、
全
国
の
農

業
関
係
者
か
ら
不
安
と
怒
り
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
撤
退
こ

そ
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

今
後
、
正
式
な
締
結
、
発
効
に
向
け

た
国
会
審
議
な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
そ
の
内
容
に
よ
り
、
一
次
産
業

等
に
対
す
る
具
体
的
対
策
を
検
討
し
、

国
が
責
任
を
持
っ
て
対
策
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

答　

齊
藤
町
長

　

中
山
間
地
域
を
持
つ
行
政
と
し
て
、

中
山
間
地
域
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
と

い
う
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
今
後
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
必
要
な
こ
と
は
国

に
要
望
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

山中　　茂　議員
地震津波対策は行政の最大の課題
国・県、町村も住民の生命財産を守るため、地震津波
対策を最大の課題とし、全力を挙げて取り組んでいる

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
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平
成　

年
度
の
決
算
で
は

２６

多
額
の
不
用
額
が
出
て
い

る
が
、
執
行
部
は
適
正
な

予
算
執
行
を
行
っ
て
い
る

の
か
？

問　
　

月
現
在
の
予
算
執
行
率
を
伺
う

１２

と
や
は
り
、
執
行
率
が
低
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。　

年
度
末
ま
で
に
予
算

２７

執
行
が
適
正
に
執
行
さ
れ
る
か
不
安
に

思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
か
、
過
去
２
年
の
決
算
の
状

況
を
精
査
し
て
み
る
と
多
く
の
不
用
額

が
見
受
け
ら
れ
る
。
果
た
し
て
こ
れ
が

適
正
に
予
算
を
執
行
し
て
い
る
と
言
え

る
か
否
か
、
答
え
は
明
白
で
あ
る
。
適

正
に
執
行
し
て
い
れ
ば
多
く
の
不
用
額

が
出
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
だ
。

　

問
題
は
、
執
行
率
が
低
い
要
因
は
何

か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

例
え
ば
、
事
業
自
体
の
進
捗
が
遅
延
し

て
い
る
と
か
、
当
初
の
予
算
の
査
定
が

甘
い
の
で
は
な
い
か
。
執
行
状
況
の

チ
ェ
ッ
ク
が
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

　

不
用
額
が
生
じ
る
に
は
そ
れ
な
り
の

事
情
が
あ
る
こ
と
も
十
分
に
理
解
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
結
果
と
し
て
、

過
去
２
年
間
の
不
用
額
が
最
終
予
算
額

の
３
％
以
上
、
い
や
約
４
％
に
近
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
の
は
い
か
が
な
も
の

か
。
当
町
の
予
算
規
模
か
ら
す
る
と
１

％
前
後
程
度
で
抑
え
る
こ
と
が
妥
当
と

考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る

方
法
も
検
討
し
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

直
近
２
年
間
の
不
用
額
が
多
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
原
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析

し
、
検
証
し
て
い
る
か
。

繰
越
事
業
の
執
行
率
が
原
因

答　

太
田
総
務
課
長

　

平
成　

年
度
、
平
成　

年
度
の
直
近

２５

２６

２
年
間
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
は
、
両

年
度
と
も
議
会
に
予
算
の
専
決
処
分
の

承
認
を
得
て
い
る
の
で
、
現
年
度
分
の

予
算
執
行
率
は
、
従
来
と
ほ
ぼ
同
率
で

あ
っ
た
が
、
繰
越
明
許
費
分
に
つ
い
て

の
執
行
率
が
、
平
成　

年
度
は　

・
３

２５

８３

％
、
平
成　

年
度
が　

・
６
％
と
な
っ

２６

７５

て
お
り
、
繰
越
事
業
に
係
る
執
行
率
の

低
さ
が
不
要
額
の
多
く
な
っ
た
主
な
原

因
と
な
っ
て
い
る
。

 

メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
予
算

執
行
を

問　

執
行
部
は
、
ま
ず
、
法
令
遵
守
・
適

正
な
予
算
執
行
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

当
初
予
算
を
議
会
に
提
案
し
、
議
会
は

そ
の
提
案
を
受
け
連
合
審
査
を
行
い
、

執
行
部
と
の
信
頼
関
係
を
根
幹
に
持
ち

承
認
を
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
最
終
決

算
額
で
多
額
の
不
用
額
が
出
る
と
、
承

認
し
た
私
た
ち
議
会
と
し
て
は
、
立
場

が
な
い
。
こ
れ
は
執
行
部
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
我
々
議
会
議
員
が
し
っ
か

り
と
執
行
状
況
を
把
握
し
て
い
な
い
と

い
う
証
し
で
も
あ
る
。
私
は
、
議
会
議

員
と
し
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
監

査
委
員
と
と
も
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
反

省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
ぜ
か
、

全
て
が
税
金
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と
執

行
状
況
を
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。

　

当
初
予
算
を
議
会
に
提
案
し
て
き
た

ら
予
算
通
り
に
適
正
に
執
行
す
る
。
そ

の
過
程
で
事
業
が
終
了
し
予
算
が
残
っ

た
ら
補
正
で
返
還
す
る
。
ま
た
、
予
算

が
足
ら
な
け
れ
ば
補
正
で
予
算
を
要
求

す
る
。
こ
の
よ
う
に
メ
リ
ハ
リ
の
つ
い

た
予
算
執
行
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

適
正
な
予
算
の
執
行
に
努
め

る答　

齊
藤
町
長

　

予
算
執
行
、
予
算
査
定
等
が
甘
い
の

で
は
な
い
か
、
ま
た
、
事
業
の
進
捗
状

況
の
工
程
管
理
に
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
の
指
摘
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
事
業
の
進
捗
状
況
に
よ

り
、
繰
越
明
許
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
事

業
に
係
る
予
算
財
源
の
確
定
時
期
な
ど

の
問
題
が
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
国
の
出
す
補
正
予
算
な
ど

に
対
し
、
当
町
に
お
い
て
は
時
間
的
に

余
裕
が
な
く
、
厳
密
な
予
算
査
定
な
ど

に
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
実
情
が
あ

り
、
そ
う
し
た
中
、
繰
越
明
許
の
財
源

が
不
確
定
な
状
況
下
で
の
予
算
編
成
と

な
っ
た
こ
と
が
不
用
額
発
生
の
要
因
で

あ
っ
た
。し
か
し
、
事
業
の
進
捗
状
況
、

工
程
管
理
に
つ
い
て
は
、
日
々
、
職
員

も
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
不
測
の
事
態
も

想
定
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
は
、
職
員
と
協
議
し
な
が
ら
、

で
き
る
限
り
事
業
の
進
捗
状
況
を
精
査

し
、
予
算
の
執
行
に
努
め
、
申
し
開
き

で
な
く
、
前
を
向
い
て
進
め
て
い
く
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。

寺村　真吾　議員
予算執行に対する執行部の
　　　マネージメントを問う？
適正な予算執行に努める／町長
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問　

公
営
住
宅
周
辺
の
環
境
美
化
に
つ

い
て
は
、
入
居
者
も
高
齢
化
が
進
み
、

お
の
お
の
、
自
治
会
の
運
営
も
難
し
く

な
っ
て
い
る
。今
後
、
管
理
者
と
し
て
、

ど
う
取
り
組
む
の
か
と
質
問
を
行
っ
て

も
、
そ
の
時
だ
け
。後
々
の
対
応
、
取
り

組
み
が
で
き
て
い
な
い
。
現
実
に
郵
便

局
の
南
側
の
公
園
は
雑
木
、
雑
草
が
大

き
く
茂
り
、
害
虫
の
発
生
な
ど
、
周
辺

住
民
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。

管
理
者
と
し
て
住
民
の
立
場
に
立
っ

た
、
早
急
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
町
有
地
の
管
理
に
つ
い
て
も
取

り
組
み
が
で
き
て
い
な
い
が
、
公
務
員

と
し
て
の
認
識
を
問
う
。

　

今
後
の
公
営
住
宅
周
辺
の
環
境
美
化

は
管
理
者
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
の
か

と
質
問
を
行
っ
て
も
、
そ
の
時
だ
け
の

対
応
し
か
で
き
て
い
な
い
。
現
実
に
、

郵
便
局
の
南
側
の
公
園
は
、
周
辺
住
民

に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。
管
理

者
と
し
て
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
取
り

組
み
を
考
え
、
ま
た
公
務
員
の
仕
事
は

住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
の
が
仕
事

で
あ
り
、
そ
れ
が
実
行
さ
れ
て
い
な
い

と
し
か
取
れ
な
い
。
組
織
を
動
か
す
上

で
職
員
と
の
信
頼
関
係
を
一
体
感
を

持
っ
て
重
要
視
し
、
意
識
向
上
を
図
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
職
員
は
強
い
使

命
感
と
信
念
を
持
っ
て
公
務
員
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、
私
た
ち
議

員
も
住
民
の
代
表
と
し
て
議
会
に
選
出

さ
れ
、
住
民
の
声
を
届
け
る
の
が
仕
事

で
あ
り
、
切
実
に
課
題
を
、
町
長
を
は

じ
め
職
員
と
一
体
に
な
っ
て
考
え
、
住

民
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
力
す
べ
き
と
考

え
、
一
般
質
問
を
し
て
い
る
。

時
期
に
よ
り
作
業
が
間
に
合

わ
な
い
場
合
も
あ
る　

答　

齊
藤
町
長

　

公
営
住
宅
に
は
、
癒
や
し
的
要
素
も

必
要
で
あ
る
た
め
緑
地
を
整
備
し
て
い

る
が
基
本
的
に
自
治
会
に
管
理
を
し
て

い
た
だ
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
指
摘
の
よ
う
に
自
治
会
の
な
い
団

地
や
高
齢
化
等
に
よ
り
管
理
が
で
き
て

い
な
い
緑
地
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
議

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
清
掃
、

草
刈
り
等
を
し
て
い
た
だ
い
た
が
こ
れ

に
も
限
界
が
あ
り
、
現
在
、
臨
時
職
員

を
２
人
雇
用
し
て
対
応
し
て
い
る
。
た

だ
、
雑
草
の
成
長
期
な
ど
は
、
対
応
が

間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
周
辺
住

民
に
不
満
が
生
じ
る
場
合
も
あ
ろ
う
か

と
は
思
う
が
、
財
政
上
の
問
題
も
あ

り
、
思
う
よ
う
に
人
員
を
増
員
す
る
こ

と
も
難
し
い
。
遅
れ
な
が
ら
も
対
応
し

て
い
く
こ
と
で
理
解
願
い
た
い
。

町
有
地
の
放
置
車
両

早
期
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が

　
問　

町
有
地
の
管
理
に
つ
い
て
聞
く
。

放
置
車
の
取
り
組
み
を
、
過
去
に
一
般

質
問
し
、
指
摘
し
て
お
り
、
そ
の
後
の

対
応
策
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
が
真
摯

に
受
け
止
め
て
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
町
有
の
管
理
地

に
は
車
が
２
台
も
ナ
ン
バ
ー
が
取
り
外

さ
れ
、
屋
根
が
真
っ
赤
に
な
る
ま
で
数

年
間
も
放
置
さ
れ
て
い
る
。
選
挙
期
間

中
に
も
た
く
さ
ん
の
町
職
員
が
来
て

座
っ
て
見
て
お
り
、
何
ら
数
年
間
も
対

策
が
取
ら
れ
て
い
な
い
と
、
住
民
か
ら

指
摘
が
あ
り
、
ナ
ン
バ
ー
も
な
い
屋
根

は
さ
び
て
真
っ
赤
、
こ
れ
が
奈
半
利
町

の
顔
か
と
。
町
長
に
も
言
い
な
さ
い
と

い
う
声
が
あ
り
、
も
う
１
点
は
マ
ル
ナ

カ
に
行
く
町
営
住
宅
の
道
の
縁
。
ナ
ン

バ
ー
が
１
台
な
い
車
、
そ
の
中
は
物
置

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
年
間
、
町
職

員
も
毎
日
通
る
。
気
付
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
前
回
の
一
般
質
問
で
、
自
分

の
管
轄
は
月
に
１
回
は
見
て
、
対
応
す

べ
き
と
指
摘
し
て
お
り
、
そ
れ
が
実
行

さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
こ
う
い
う
こ
と

が
出
て
く
る
。
議
員
は
住
民
に
代
わ
っ

て
執
行
部
の
機
関
を
批
判
、
監
視
、
明

る
い
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
よ
く
協

調
し
合
う
こ
と
、
そ
の
考
え
を
持
っ
て

ず
っ
と
質
問
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し

質
問
す
る
た
び
に
そ
の
時
だ
け
の
よ
う

に
考
え
る
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に
考

え
、
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

話
し
合
い
な
が
ら
、
よ
り
良

い
町
づ
く
り
を

　
答　

齊
藤
町
長

　

放
置
車
両
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
に

責
任
が
あ
り
、
そ
の
所
有
者
を
特
定
す

る
な
ど
し
て
撤
去
し
て
い
た
だ
く
よ
う

適
正
に
調
査
手
続
き
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た

問
題
は
、
職
員
等
で
状
況
を
把
握
し
、

庁
議
の
中
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
よ
り

良
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

▲公営住宅周辺に整備されている緑地

中川　和明　議員
環境美化への取り組み、
また職員の意識改革を問う
　　　　　より良い町づくりを進めていく／町長
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　平成27年9月に 「個人情報の保護に関する法律及び行政手
続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す
る法律の一部を改正する法律」が公布され、日本年金機構にお
いては、マイナンバーの利用が延期となっています。

日本年金機構における
マイナンバーの利用延期について

　平成27年10月より、厚生年金と共済年金の一元化が図ら
れ、共済組合等の加入期間がある方も、年金事務所での年金の
請求が可能となりましたが、日本年金機構ではマイナンバー
が記載された書類の受付ができませんので、マイナンバーを
記載した共済組合等の扶養親族等申告書を提出される方につ
いては、年金の請求及び共済組合等の扶養親族等申告書の提
出は共済組合等へ行ってください。

年金請求時における共済組合等の
扶養親族等申告書の提出について

　住民票は、当分の間、マイナンバーの記載がないものを提出
してください。
　日本年金機構では、当分の間、マイナンバーが記載された書
類の受付ができません。そのため、年金請求手続き等で提出い
ただく住民票は、マイナンバーが記載されていないものを提
出いただきますようお願いいたします。

　年金は、日本を支えている皆さんの生活を守る大切な制度
です。日本の社会や経済が変化しても制度がきちんと保たれ
るように、さまざまな仕組みがあります。その中の一つとし
て、低所得などの一定条件を満たす方々への救済処置として
保険料の「免除制度」「給付猶予制度」があります。

免除の期間は、全額納付した場合と比べ、下図のとおり受け取る老齢基礎年
金額が少なくなります。
　・納付猶予の期間は老齢基礎年金額に反映されません。
　・3/4、半額、1/4免除は、減額された保険料を納めなければ、年金額に反映されません。

　個人番号カードは、年金相談時等における本人確認書類と
して利用することができます。

個人番号カードの利用について

日本年金機構に提出する
住民票について

保険料を納めなくても、年金受給資格と1/2の年金額
が保障されます。
※平成21年３月までは1/3の年金額が保障されます。

失業を理由として「免除制度」「納付猶予制度」の申請
ができます。
※配偶者・世帯主も離職していた場合、配偶者・世帯主の所得も除外できます。
※配偶者・世帯主に一定以上の所得がある場合は、適用されないこともあります。

免除を受けた期間は10年以内であ
れば追納が可能です。追納すること
で、老齢基礎年金の減額がなくなり
ます（追納時は加算金が上乗せされ
ます）。

日本年金機構における
マイナンバーへの対応

国民年金の免除制度
これだけは知ってほしい

全額免除制度
保険料の一部納付で、年金受給資格とそれに応じた
年金額が保障されます。

一部免除制度

退職特例制度
30歳未満（学生以外）で前年所得が一定以下の場合、
年金受給資格が保障されます。
※配偶者がいる場合は、配偶者の所得も審査対象となります。

若年者納付猶予制度

在学中で前年所得が一定以下の場合、年金受給資格
が保障されます。

学生納付特例制度

1

全額
納付

1
2

3/4
免除

半額
免除

1/4
免除

全額
免除

5
8

3
4

7
8

免除制度について詳しくは
日本年金機構ホームページもご覧ください。

各制度には
申請が必要です。
まずはご相談
ください。

「納付」「免除」「猶予」「未納」はこんなに違います！
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奈半利町スカッ
シュバレーリー

グ
奈半利町スカッ

シュバレーリー
グ

奈半利町スカッ
シュバレーリー

グ

第６4 回高知
県市町村対抗

駅伝競走

第６4 回高知
県市町村対抗

駅伝競走

第６4 回高知
県市町村対抗

駅伝競走
第 33回中芸

地区子ども駅
伝競走大会

第 33回中芸
地区子ども駅

伝競走大会

　

１
月
３１
日
（
日
）、６４
回
目
を

迎
え
た
高
知
県
市
町
村
対
抗
駅

伝
競
走
大
会
に
奈
半
利
町
を
代

表
し
て
１
チ
ー
ム
、１４
人
の
選
手

が
出
場
し
ま
し
た
。今
回
が
初

出
場
の
選
手
や
毎
年
出
場
さ
れ

て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
選
手
も
含
め
、

事
前
練
習
、試
走
等
を
行
い
、万

全
の
態
勢
で
大
会
に
臨
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。結
果
は
エ
ー
ス

の
不
在
も
あ
り
４１
チ
ー
ム
中
２９

位
と
、昨
年
よ
り
順
位
を
落
と

し
ま
し
た
が
、個
々
の
努
力
が
チ

ー
ム
の
力
と
な
っ
て
現
れ
て
い

ま
す
。今
後
の
ご
活
躍
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

当
日
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
交
通
指
導
員
、関
係
者
の

方
々
の
お
か
げ
で
、け
が
人
や
事

故
も
な
く
、無
事
に
大
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
寒
い
中
で
街
頭
に
立
ち
、

応
援
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様

の
お
か
げ
で
大
会
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

２
月
２３
日（
火
）、
２６
日（
金
）の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
、
奈
半
利
町
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
リ

ー
グ
が
奈
半
利
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
職
場
や
地
域
の
仲
間
で
編
成
さ

れ
た
１２
チ
ー
ム
、
約
５０
人
の
参
加
者
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

試
合
で
は
強
烈
な
ス
パ
イ
ク
や
好
レ
シ
ー

ブ
が
数
多
く
見
ら
れ
、
会
場
に
は
絶
え
ず
拍

手
と
声
援
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。ど
の
試

合
も
最
後
ま
で
熱
い
戦
い
で
し
た
が
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
体
育
会
ス

カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
部
の
「
ス
カ
ッ
シ
ュ
Ｓ
Ｆ
Ｙ
」

チ
ー
ム
が
優
勝
を
飾
り
今
大
会
が
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。寒
い
時
期
の
開
催
で
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。選
手
の
皆
様
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
部
は
毎
週
火
曜
日
、

金
曜
日
の
週
２
回
、
１９
時
３０
分
か
ら
２２
時
ま

で
町
内
の
体
育
館
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
に
興
味
が
あ
る

方
、
何
か
運
動
を
始
め
た
い
な
と
思
っ
て
い

る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

大
会
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

★
優　

勝
★ 

ス
カ
ッ
シ
ュ
Ｓ
Ｆ
Ｙ　

☆
敢
闘
賞
☆ 

田
野
病
院

★
M
V
P
★ 

武
田
一
成
さ
ん

ン ト



滑　なはり広報　No.30513

奈半利町スカッ
シュバレーリー

グ
奈半利町スカッ

シュバレーリー
グ

第６4 回高知
県市町村対抗

駅伝競走

第６4 回高知
県市町村対抗

駅伝競走
第 33回中芸

地区子ども駅
伝競走大会

第 33回中芸
地区子ども駅

伝競走大会

第 33回中芸
地区子ども駅

伝競走大会

　

2
月
21
日（
日
）、
田
野
町
に
て
中
芸
広

域
連
合
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
主
催
の
第

33
回
中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競
走
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。コ
ー
ス
は
田
野
町

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前
を
中
継
点
と
す
る

5
区
間
の
周
回
コ
ー
ス
で
、
中
芸
地
区
の

小
学
生
18
チ
ー
ム
、
総
勢
90
人
が
健
脚
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

奈
半
利
町
か
ら
も
奈
半
利
小
学
校
か

ら
選
抜
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
、
男
子
3
チ

ー
ム
、
女
子
2
チ
ー
ム
の
他
に
少
年
野
球

部
員
で
結
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
の
計
6
チ

ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
順
位
よ
り
上
位
を
目
指
す
こ

と
を
目
標
に
、
1
カ
月
半
・
週
４
日
の
練

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
怪
我
も
な
く
順

調
な
仕
上
が
り
と
な
り
、
期
待
が
持
て
る

チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
、
男
子
順
位
は
Ａ
チ

ー
ム
４
位
、Ｂ
チ
ー
ム
６
位
、Ｃ
チ
ー
ム
８

位
、
少
年
野
球
の
Ｄ
チ
ー
ム
は
９
位
。女

子
の
順
位
は
Ａ
チ
ー
ム
２
位
、Ｂ
チ
ー
ム

４
位
で
し
た
。ま
た
個
人
で
は
、男
子
Ａ
チ

ー
ム
６
年
生
区
間（
２
㎞
）で
、
７
分
４１
秒

で
松
平
翔
吾
君
が
、
女
子
Ａ
チ
ー
ム
２
年

生
区
間（
１
㎞
）で
は
、
４
分
１４
秒
で
松
本

亜
里
沙
さ
ん
が
、
区
間
１
位
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
は
練
習
中
の
雰
囲
気
も
よ
く
選

手
全
体
の
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
が
結
果
に
表
れ

ま
し
た
。特
に
女
子
Ａ
チ
ー
ム
は
10
年
以

上
遠
ざ
か
っ
て
い
た
２
位
入
賞
と
な
り
、

翌
年
へ
つ
な
げ
る
た
め
の
良
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。　　

　

子
ど
も
た
ち
の
日
々
の
努
力
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
で
す
が
、子
ど
も
た
ち
の「
走
る

こ
と
が
速
く
な
り
た
い
」「
負
け
た
く
な

い
」と
い
う
思
い
に
向
き
合
い
、そ
れ
を
支

え
練
習
へ
送
り
出
し
た
保
護
者
の
思
い
も

一
緒
に
結
果
に
表
れ
た
の
だ
と
感
じ
ま

す
。

　

こ
の
大
会
だ
け
で
終
わ
り
に
せ
ず
、
日

常
か
ら
の
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。

２位に入賞した女子Ａチーム

イ ベ



　避難支援制度の概要）））

◆避難行動要支援者台帳とは

　障害をお持ちの方や、要介護３以上の認定を受けている方など
災害時に自力で避難が困難な方が、避難が必要な時に孤立する
ことを防ぐために、地域の中で普段から声かけや見守り活動など
の体制づくりを行う制度です。

＜目　　的＞　
　要援護者の方の情報を、あらかじめ町と地域が共有しておくことで、平常時の見守りや災害時の支援のた
めに活用し、普段から地域の助け合いによって、少しでも災害を少なくすることを目的にしています。

＜登録内容＞
　住所・氏名・生年月日・世帯状況・身体状況・緊急連絡先など

＜登録対象者＞
　平常時及び災害時において、地域の支援を必要とする、次のいずれかに該当する在宅の方
　　〇介護保険認定の要介護３以上の方
　　〇身体障害者（身体障害者手帳１・２級）で支援を要する方
　　〇知的障害者で支援を要する方
　　〇精神障害者で支援を要する方
　　〇６５歳以上の者のみの世帯で支援を要する方
　　〇妊産婦及び乳幼児で支援を要する方
　　〇その他支援を要する方
　　　　　　　　　　　＊施設入所や長期入院中の方は対象外

＜活用方法＞
　災害時の支援だけでなく、地域における普段の見守り、避難計画の検討、防災訓練などに活用します。

　災害時において、消防署をはじめとする行政機関や消防団などが行う避難誘導などの公的支援
には、おのずと限界があります。
　また、避難行動要支援者にとって、実際に災害が発生した時の情報伝達や、安否確認、避難は、
地域住民による支援が最も有効とされています。
　避難行動要支援者に対する避難支援等について、趣旨をご理解いただき、ご協力をいただきま
すようお願いいたします。

災害時には、まず、避難支援者ご自身やご家族の生命・安全を守ることが第一となりま
す。このことから、避難行動要支援者の支援については、可能な範囲でお願いするもの
であり、避難誘導等に関して、その責任を伴うものではありません。

■■避難行動要支援者の近隣にお住まいの方へ■■

避難支援制度のご案内避難行動要支援者　避難支援制度のご案内避難支援制度のご案内
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（（（避難行動要支援者　

◆避難支援関係者

　平成２５年６月に災害対策基本法が改正され、災害時に自力で
避難することが困難な要介護者や障害のある方など（避難行動支
援者）の名簿を作成することが義務付けられました。
　法改正を受けて、町では名簿登録の届け出をされた方を掲載
した名簿を、関係機関及び避難支援等関係者に提供します。

　申請のときの同意に基づいて、次の関係部署・団体などで情
報共有します。

　〇町関係部署（住民福祉課・保健センター等）
　〇広域連合（消防本部・保健福祉課及び介護サービス課・
　　地域包括支援センター）
　〇警察　〇安芸福祉保健所　〇民生児童委員
　〇社会福祉協議会　〇消防団　〇自主防災組織　

　＊個人情報の取り扱いには最新の注意を図っており、それぞ
れの組織において適正に管理しています。また、日ごろの
見守り活動等と災害発生時の支援以外の目的には使用し
ません。

平成28年9月4日（日）に
「県内一斉避難訓練」及び
「地域のみんなで自主防
災訓練」を行う予定です。

平成23年3月11日に発生した東日
本大震災では、沿岸地域を襲った大
津波により甚大な被害が発生し、多
くの尊い命が奪われたことは記憶に
新しいところです。

高知県においても、今後30年以内
に南海トラフ地震が発生する確率が
70％程度と高まってきており、地域
ぐるみで備えをしっかりとしておくこ
とが重要です。
　そこで、奈半利町では、毎年8月30
日から9月5日の「高知県南海トラフ
地震対策推進週間」に合わせて防災
訓練を実施しており、本年度も、津波
や土砂災害などを想定した「県内一
斉避難訓練」と、防災研修会などを行
う「地域のみんなで自主防災訓練」
を実施する予定です。
　地震発生後は、まず身の安全を確
保し、揺れがおさまったら、ただちに
安全な場所へ避難することが重要で
す。住民の皆様お一人お一人が訓練
を通して、避難経路や避難場所など
を確認し、また、その他地域の実情に
合わせた訓練を実施していただくこ
とで、次の南海トラフ地震に備えてい
ただきたいと考えています。
　訓練への積極的な参加をよろしく
お願いします。

＜お問い合わせ先＞　　　　　　　
　奈半利町役場　総務課

☎ 38－4011

◆個別計画の作成

　災害が発生したとき、またその恐れが高まったときに、要支
援者の避難誘導などを迅速かつ的確に実施するためには、あ
らかじめ、要支援者一人ひとりについて、支援者や避難場所等
を定めておくことが必要です。このため、避難支援等関係者
の協力を得ながら、避難支援個別計画を策定します。

◆避難支援者

　要支援者に対し、可能な範囲で自主防災組織、消防団、民生
児童委員などと連携し、日ごろから声かけ等の見守り活動を
行うとともに、災害などの緊急時には、情報を伝えたり、一緒
に避難したりするなどの支援を行っていただく方です（原則と
して２人の登録をお願いします）。

避難行動要支援者　避難行動要支援者　避難支援制度のご案内避難行動要支援者　

滑　なはり広報　No.30515
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＊要支援１・２の方でデイサービス
　　ヘルパーサービスをご利用中の方＊
　現在、要支援に認定され、デイサービス
（介護予防通所介護）・ヘルパーサービス
（介護予防訪問介護）を利用している方は、
要支援認定の更新時に新しい総合事業へ移
行します。
　詳しくは、更新時にご案内します。

新しい総合事業が始まります新しい総合事業が始まります新しい総合事業が始まります

中芸広域連合　介護サービス課よりお知らせ

認知症の人とその家族を地域で支える

　新しい総合事業とは、高齢者の介護予防と自立した日常生活の支援を目的とした事業で、
「介護予防・生活支援サービス」と「一般介護予防」の二つからなります。

平成28年
3月31日から

１、介護予防・生活支援サービス ２、一般介護予防
　これまで介護保険の要支援認定を受けられた方に
対して、介護予防給付として実施されていた「介護予
防訪問介護」と「介護予防通所介護」を「予防訪問サ
ービス」及び「予防通所サービス」として提供してい
きます。
　また、これまで指定介護事業所による既存サービ
スに加えて、NPO、民間企業、ボランティアなどによ
る多様なサービスを総合的に提供する仕組みづくり
を検討していきます。

～認知症サポーター養成講座　開催場所募集～

　65歳以上のすべての方
を対象として、介護予防・
健康づくりのための事業
を行います。

認知症の人は、記憶障害や認知障害から不安になり、その
結果、周りの人との関係が損なわれたり、家族が介護で疲れ
切ってしまうことがあります。
　しかし、周囲の理解と気遣いがあれば、認知症の人や家族
は、地域で安心して暮らすことができます。

中芸地区では認知症サポーター養成講座を随時開催し、
認知症への理解を深める取り組みをしています。地区の集
会所、職場、学校など、認知症サポーター養成講座の開催を
希望される方は、お気軽にご相談ください。

＊お問い合わせ先＊
中芸広域連合　介護サービス課　☎（３２）１１６５

地域包括支援センター　☎（３２）１２４４

平成27年10月2６日
有料老人ホーム
なはりの職員の方も
受講されました。

（（（（（（（（（（（

（（（（（（（（（（（

（（（（（

（（（（（
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　福祉センターでは下記のようないろいろな教室を開催して
おり新たな参加者を募集しています。
　教室の見学も大歓迎です。
　福祉センターを皆さんの地域交流の拠点として多くの方に
利用していただくことを願っています。
　参加ご希望の方は、福祉センターまでご連絡ください。

※民謡、着付け、リフォーム教室は講師の
　先生がいます。(受講料はすべて無料です）

♪♪

♩♬
♬

福祉センターからのお知らせ

福祉センター・各教室一覧

新しい総合事業が始まります

＊お問い合わせ先＊
奈半利町福祉センター　☎ 38－4204

　　教　室　名 　開 催 日  　　時　間
民謡教室 毎週・月曜日 午前 ９ 時～１１時
洋裁・リフォーム教室 毎週・水曜日 午前１０時～１２時
着付け・組み紐教室 毎週・木曜日 午前 ９ 時～１１時
ふれあいサークル 毎週・水曜日 午後 １ 時～ ３ 時
カラオケサークル 毎週・木曜日 午後 ７ 時～ ９ 時
いきいき百歳体操 毎週・月曜日 午後 ２ 時～ ３ 時
生命の貯蓄体操 毎週・火曜日 午後 ７ 時～ ８ 時３０分
囲碁サークル 毎週・火曜日 午後 １ 時～ ５ 時

（（（（（（（（（（（

（（（（（（（（（（（

（（（（（

（（（（（
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水道料金の口座振替の推進について水道料金の口座振替の推進について水道料金の口座振替の推進について

ご不審な点があるときは、税務署にお問い合わせください。

　皆様におかれましては、日ごろより当町の水道事業にご協力いただき、誠にありが
とうございます。
　現在、当町の水道料金の支払い方法におきましては、「窓口払い」「集金」「口座振
替」の３種類の方法で行っており、「窓口払い」と「集金」でのお支払いの方に「口座振
替」へのお支払い方法の変更を勧めております。
　口座振替は、金融機関が水道料金を自動的に払い込んでくれるシステムです。その都度、役場の出納
窓口や銀行窓口まで行く必要がなく、支払日を忘れることもありません。また、集金でのお支払いの方は、
集金員と会えずお支払いできないこともなくなります。お留守の多いご家庭やお忙しい方にご利用をお
勧めします。
　口座振替に変更する場合は、次のとおり手続きを行ってください。

　手続きされた日によりまして、口座振替が間に合わない場合があります。納付書が届きましたら、手
続き中ですので、納付書でお支払いをお願いいたします。
　口座振替の手続きが完了しますと、検針した翌月の２５日（２５日が金融機関の休業日の場合は翌営業
日）に手続きしていただいた預貯金口座から水道料金が自動的に支払われます。
　ただし、振替日に預貯金残高が不足しておりますと、引き落としができませんのでご注意ください。
　もし、引き落としができなかった場合は、振替日の翌月に督促納付書を発送いたしますので、納期限
までにお支払いをお願いいたします。

税務職員を装った「振り込め詐欺」にご注意ください！税務職員を装った「振り込め詐欺」にご注意ください！税務職員を装った「振り込め詐欺」にご注意ください！
税務職員を装い、現金自動預け払い機（ATM）を操作させ振り込みを行わせる
「振り込め詐欺」による被害が発生しております。
　税務署や国税局では
●還付金受け取りのために金融機関等のATMの操作を求めることはありません。
●国税の納税のために金融機関の口座を指定して振り込みを求めることはありません。

宝くじ助成事業宝くじ助成事業宝くじ助成事業
　一般財団法人日本宝くじ協会、一般財団法人砂
防フロンティア整備推進機構からの助成を受け、
奈半利駅に土砂災害警戒区域や避難場所を明示
した現地表示看板を設置しました。自分の住居周
辺に関する情報や、いざという時の避難場所、避
難路の確認等にご活用ください。

◆口座振替の注意事項◆

（１）手続き場所　　役場（地域振興課）、高知銀行、四国銀行、高知信用金庫、ＪＡ土佐あき農協、ゆうちょ銀行
（２）手続きに必要なもの ①口座番号の分かるもの（預金通帳など）
 ②通帳の届け印
 ③使用者番号（領収書や水道使用水量お知らせ票）
 ※口座振替日は毎月２５日です。（２５日が金融機関の休業日の場合は翌営業日となる）
（３）取扱金融機関　　高知銀行、四国銀行、高知信用金庫、ＪＡ土佐あき農協、ゆうちょ銀行
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平成２8年度 奈半利町臨時的任用職員登録者募集平成２8年度 奈半利町臨時的任用職員登録者募集平成２8年度 奈半利町臨時的任用職員登録者募集

●ご不明な点がございましたら、奈半利町役場　総務課（☎０８８７－３８－４０１１）までご連絡ください。

■申し込み方法
　役場備え付けの「登録申込書」と「履歴書」に必要事項
を記入し、履歴書には写真を貼付のうえ、総務課人事係
までお申し込みください（履歴書は任意の様式でも結構
です）。なお、提出していただいた書類は返却いたしませ
んのでご了承ください。　
■採用方法
　登録申込書により登録された方の中から面接等を行
い、採用を決定します。雇用については不定期であり、す
ぐに採用されない場合があるほか、職種によっては登録
されても期間内に雇用されない場合もありますのでご
了承ください。なお、雇用は選考によるものであり、登録
された順番によるものではありません。
■申し込み対象者
　心身ともに健康な１８歳以上の方。

■勤務条件
　　• 職務内容／一般行政事務補助、保育士、幼稚園
　　　　　　　教諭、清掃員、給食調理員など
　　•勤務場所／本庁、出先機関または勤務（作業）現場
　　•勤務日／月曜日から金曜日の週５日以内

（職種により異なる場合があります）
　　•勤務時間／午前８時３０分から午後５時１５分まで

（午後０時から午後１時まで昼休憩）
（職種により異なる場合があります）

　　•賃金／日額６，７００円から８，２００円程度
（職種により異なります）

　　•雇用期間／１カ月から最大１１カ月までの不定期
■受付期間　奈半利町役場総務課にて随時受け付けます。
■登録有効期限　当該登録申込書に記入した年度中。

　奈半利町では、平成２８年度の臨時的任用職員として仕事を希望する方の登録を行っています。
　登録を希望する方は、下記によりお申し込みください。
　なお、この臨時職員の登録は、町で臨時職員が必要となった時のために事前に登録するものであり、登録
された方の雇用を約束するものではありませんのでご了承ください。

平成２８年度「予備自衛官補」募集案内平成２８年度「予備自衛官補」募集案内平成２８年度「予備自衛官補」募集案内
　予備自衛官補制度とは、一般社会人や学生の方を予備自衛官補として採用し、教育訓練修了後、予備自衛官とし
て任用する制度で、予備自衛官補に採用されると一般公募は3年以内に50日、技能公募は2年以内に10日間の教育
訓練に参加し、必要な知識・技能を修得します。

　幹部候補生は、自衛隊組織の骨幹である幹部自衛官（パイロット要員含む。）として、必要な知識と技能を修得す
るため陸・海・空各自衛隊の幹部候補生学校で教育を受けます

　　募集種目  　　　　資　格 　受付期間 　　　試 験 日

18歳以上で国家免許資格等
を保有する者（資格により53
～55歳未満の者）

※教育訓練の開始時期　平成28年7月以降

予備自衛官補 1月8日（金） 
～4月8日（金）

4月15日～19日
（いずれか1日を指定されます。）

18歳以上34歳未満の者一般

技能

平成２8年度『自衛隊幹部候補生』募集案内平成２8年度『自衛隊幹部候補生』募集案内平成２8年度『自衛隊幹部候補生』募集案内

●詳しくは　自衛隊高知地方協力本部　安芸地域事務所　までご連絡ください。
安芸市本町3丁目11-5（すまいるあき前2Ｆ）　☎ 0887-35-2749

URL　http://www.mod.go.jp/pco/kochi/　携帯サイト　http://www.mod.go.jp/pco/kochi/itop.htm

　      募集種目　　　　　　　　　資  　格　　　　　　　　　　受付期間　　　　　　　試 験 日
【大卒程度試験】
22歳以上26歳未満の者（20歳以上22
歳未満の者は大卒（見込含）、修士課程
修了者等（見込含）は28歳未満）
【院卒者試験】
修士課程修了者等（見込含）で、20歳
以上28歳未満の者

幹部候補生

一般

歯科
・
薬科

3月1日（火）
　～5月6日（金）

1次試験　5月14、15日
　　（15日は飛行要員のみ）
2次試験　6月14～17日
　　　※海・空飛行要員のみ
3次（海）　7月11～15日
3次（空）　7月16日～8月4日

1次試験　5月14日
2次試験　6月14～17日

専門の大卒（見込含）20歳以上30歳未
満の者（薬剤は20歳以上28歳未満の
者）
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「親子で楽しい時間を過ごしたよ！」

「人形劇って楽しいね！」

～豆まき～　「鬼がやってきたぞ～」

　２月３日（水）の節分の日に、保育所と幼稚園に鬼がやってきま
した。集会では、鬼が豆をぶつけられると力がなくなること、と
げとげの柊の葉が痛くて嫌いなことや、いわしの頭が臭くて嫌
いなことなどを話して、鬼から逃げしながらも「鬼は外」と懸命
に豆をぶつける子どもの姿もありました。
　保育所では、鬼の姿を見るなり泣きながら逃げていました。
お父さん・お母さんの言うことを聞いてね！
と約束すると「バイバイ！」と言って帰ってい
き、安心していた子どもたちです。

　幼稚園では、１月１９日（火）に学年ＰＴＡ
行事を行いました。たんぽぽ組（３歳児）と
ひまわり組（４歳児）は、たこ作りを行い、
たこに自分たちの好きな絵を描いて園庭
でたこ揚げをして遊びました。
　さくら組（５歳児）は、キーホルダー作り
ということで、好きな妖怪ウォッチやポケ
モンのキャラクターのキーホルダーを作
り、各クラスとも親子で触れ合いながら、
楽しい時間となりました。

　１月２８日（木）に幼稚園で、
人形劇を行いました。テレビ
で見るアニメなどではなく、
実際に人形を使って生のやり
とりを見ていく中で、子ども
たちもドキドキ、ワクワクして
いました。近年、テレビ視聴の
時間が増える中、良い経験に
なったと思います。

親子で楽しい時間を過ごしました！

次はどんなに
なるのかな！？

心の中の鬼をやっつけろ！

鬼はそと！
ふくはうち！！

たこたこ
あがれ～！
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「虫歯なんかにまけないぞ！」

「お勉強って楽しいな♪」

「早く小学生になりたいな！」

　２月９日（火）に保育所で歯科衛生士の岩佐さんに来ていただ
いて歯科指導を行いました。歯型を使っての歯磨き体験？をし
た後でブラッシングをして、どの子どもも上手に歯磨きをしてい
ました。歯磨きを嫌がる子どもにはお口の中で痛みを感じる痛
点があるそうです（徐々に消失するものです）。

　１月１３日（水）と２月１０日（水）に中芸
広域連合の巡回相談の一つとして学校
ごっこを行いました。学校生活のイメー
ジをもつ、決まった学習ルールを守ろう
とするというねらいのもと、楽しみなが
ら参加をしました。初めてで緊張してい
た子どももいましたが積極的に手を挙
げて発言をする姿が見られました。
　約束事では、話している時はしゃべら
ない・話したい時には手をあげるといっ
たことを確認し、「○○です」「いいです
か」「いいです」などの掛け合いも体験
することができました。

　２月２３日（火）にさくら組（５歳児）が奈半利小学校へ行き、体
験入学をしてきました。学校を案内してくれ授業を見たり、1年
生と一緒に授業体験をしたりして過ごしました。給食の配膳の
様子も見て教室で昼食もおいしくいただきました。きっと「あん
な小学生になりたいな！」と憧れをもったことでしょう！奈半利小
学校の皆さん本当にありがとうございました！

こうかな！？

小学生は上手に入れているな～

虫歯にならないように
歯磨き頑張るぞ！

みんな積極的に答えていました！

授業は
楽しそうだな♪
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　奈半利幼稚園では毎年、年長組（さくら組）が和太鼓の演奏に取り組んでいます。今年も、
県内の和太鼓指導の第一人者である明神宏和先生にご指導いただきました。
　最後まであきらめずにクラス全員で太鼓の音と気持ちを合わせることを目的とし、それぞ
れの役割を決めて取り組んだり、友達同士で声をかけ合ったりして気持ちを高めてきました。
　発表会では、子どもたちが３年間過ごしてきた幼稚園生活の集大成を披露することができ
ました。奈半利幼稚園では、これからも和太鼓に挑戦し、取り組んでいきたいと思います。

　３月４日（金）に幼稚園・保育所のみんなで、
それぞれ町内のひな祭り会場を回りました。
高田屋でひな人形を見て、その後、旧田中理
髪店に飾ってある子どもたちの作品も見に
行き、自分の作品にじっと見入っている子ど
もの姿がとても印象的でした。

「みんなで気持ちを合わせるぞ！！」

「今日は楽しいひな祭り！」

みんなで力を合わせて、音も気持ちも一つになっていました！

ポーズも決まっています！ ヤァー！！

か
わ
い
い
歌
と
合
奏
も
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
！



滑　なはり広報　No.30523

Vol.30

 1
 16

  SAT

　１月１６日（土）、各学年の親子行事を行いました。１年生は内原
野での陶芸教室、２年生は親子スポーツ大会と炊き出し訓練の体
験を生かしてのカレー作り、３年生は土佐ロイヤルホテルでの
テーブルマナー教室と、それぞれ楽しく有意義なひとときを過ご
しました。

親子行事親子行事親子行事

三者会三者会三者会

手話学習手話学習手話学習 1
 26

  TUE

　２月１３日（土）、三者会が行われました。年
に１回、生徒と保護者、教職員が学校運営に
ついて改善要求書を出し合い、対等な立場
で話し合うものです。今回は、自転車の通学
区域や、スマホ・ゲームの使い方についてな
どの議題が出され、三者で活発な討議が行
われました。

　昨年に引き続き、１月２６日（火）に、中芸手
話サークル「ぬくもり」の上村さんをお招き
し、手話を学びました。昨年学習したことを
思い出しながら、みんな真剣に取り組んで
いました。

 2
13

 SAT
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図
書
新
聞
3月号

奈
半
利
町
民
会
館
図
書
室　

奈
半
利
町
乙
１
２
９
７
̶
２

　

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ　

９
時
〜
17
時

　

月
曜
日
と
木
曜
日
は
12
時
〜
13
時
も
開
け
ま
す
の
で
、お
昼
休
み
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

月
・
木
以
外
は
お
昼
の
１
時
間
が
閉
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
一
覧

「
火
花
」 

又
吉
直
樹　

著

「
流
」 

東
山
彰
良　

著

「
朝
が
来
る
」 

辻
村
深
月　

著

「
教
団
Ｘ
」 

中
村
文
則　

著

「
君
の
膵
臓
を
た
べ
た
い
」

 

住
野
よ
る　

著

「
王
と
サ
ー
カ
ス
」

 

米
澤
穂
信　

著

「
世
界
の
果
て
の
こ
ど
も
た
ち
」

 

中
脇
初
枝　

著

「
戦
場
の
コ
ッ
ク
た
ち
」

 

深
緑
野
分　

著

「
永
い
言
い
訳
」

 

西
川
美
和　

著

「
羊
と
鋼
の
森
」

 

宮
下
奈
都　

著

▼
第
154
回

　

芥
川
龍
之
介
賞

「
死
ん
で
い
な
い
者
」

 

　

滝
口
悠
生　

著

「
異
類
婚
姻
譚
」

 

　

本
谷
有
希
子　

著

　

直
木
三
十
五
賞

「
つ
ま
を
め
と
ら
ば
」

 

　

青
山
文
平　

著
　

〜
単
行
本
〜

●
天
才 

／
石
原
慎
太
郎

●
春
の
庭 

／
柴
崎
友
香

●
冬
の
光 

／
篠
田
節
子

●
倒
れ
る
と
き
は
前
の
め
り

 

／
有
川
浩

●
本
を
読
む
人
だ
け
が
手
に
す
る

　

も
の 

／
藤
原
和
博

 

な
ど
な
ど

　

〜
文
庫
本
〜

●
桜
ほ
う
さ
ら〈
上・下
〉

 

／
宮
部
み
ゆ
き

●
風
の
果
て〈
上・下
〉 ／
藤
沢
周
平

●
残
穢 

／
小
野
不
由
美

●
陰
陽　

憑
物 

／
今
野
敏

●
天
使
の
ナ
イ
フ 

／
薬
丸
岳

 

な
ど
な
ど

　

〜
こ
ど
も
〜

●
猫
ピ
ッ
チ
ャ
ー
④

●
地
中
世
界
の
サ
バ
イ
バ
ル
②

●
絶
叫
鬼
ご
っ
こ
③

●
五
年
霊
組
こ
わ
い
も
の
係
り
⑥

●
怪
盗
探
偵　

山
猫

●
小
学
生
の
ボ
ク
は
、鬼
の
よ
う

な
お
母
さ
ん
に
ナ
ス
ビ
を
売
ら

さ
れ
ま
し
た
。

 

な
ど
な
ど

3
月
購
入
予
定
本

3
月
購
入
予
定
本

本
屋
大
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
貸
出
開
始

本
屋
大
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
貸
出
開
始

入
庫
予
定

　

皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
2
0
1
6
年
本
屋
大
賞
ノ
ミ

ネ
ー
ト
作
品
10
冊
を
含
む
、2
月
購
入
本
の
貸
し
出
し
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
、借
り
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

ま
た
、第
154
回
芥
川
賞
・
直
木
賞
を
受
賞
し
た
作
品
も

入
庫
予
定
で
す
の
で
、も
う
少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
。そ

れ
で
は
、ご
来
室
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
会
館
図
書
室
で
は
皆
様
の

リ
ク
エ
ス
ト
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
気
に
な
る
本
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
優
先

的
に
入
庫
い
た
し
ま
す
。

　

図
書
室
前
に
廃
棄
本
を
陳
列
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
は
持
ち
帰
り
自
由
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

リ
ク
エ
ス
ト
受
付
中
！

キ
ッ
ズ
タ
イ
ム
実
施
中
！

廃
棄
本
を
陳
列

　

毎
週
木
曜
日
、午
前
１０
時
か
ら

２
時
間
は「
キ
ッ
ズ
タ
イ
ム
」と
題

し
て
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
連
れ
を
対
象
に
図
書
室
を

開
放
し
て
い
ま
す
。

　

飛
び
出
す
絵
本
や
車
の
絵
本

な
ど
を
見
な
が
ら
、お
子
さ
ん
と一

緒
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
来
室
く
だ
さ

い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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来
日
し
て
か
ら
日
本
の
方
か
ら
「
英
語
が

で
き
た
ら
い
い
け
ど
、
使
わ
な
い
」
と
い
う

話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
私
の
た
く
さ
ん
の
生

徒
た
ち
も
こ
ん
な
感
じ
で
、
次
の
試
験
に
合

格
す
る
た
め
以
外
に
外
国
語
を
勉
強
す
る
こ

と
は
意
味
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も

試
験
が
あ
る
理
由
は
、
良
い
学
習
習
慣
を

身
に
付
け
さ
せ
、
自
分
の
成
長
を
評
価
す
る

こ
と
で
す
。
何
か
を
学
ぼ
う
と
す
る
と
き
、

試
験
を
最
終
目
標
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

日
本
や
奈
半
利
町
を
出
な
く
て
も
、
外
国

語
を
学
ぶ
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
利
点
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
そ
の
利
点
に
つ
い
て
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

外
国
語
を
勉
強
し
て
も
外
国
に
行
か
な

い
、
外
国
人
と
話
す
こ
と
さ
え
も
し
な
い
と

お
そ
ら
く
多
く
の
人
が
思
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
外
国
に
出
て
い
か
な
く
て

も
、
日
本
で
も
国
際
化
は
進
ん
で
い
ま
す
。

最
近
で
は
外
国
か
ら
観
光
客
だ
け
で
は
な

く
、
生
活
や
仕
事
を
す
る
た
め
に
た
く
さ
ん

の
人
が
日
本
へ
来
て
い
ま
す
。
今
の
生
徒
た

ち
と
同
じ
く
、
私
の
職
場
の
同
僚
も
学
生
の

こ
ろ
は
「
外
国
人
に
触
れ
合
う
可
能
性
が
低

い
」
と
思
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

人
生
は
不
思
議
な
も
の
で
す
ね
。
さ
ら
に
、

近
年
の
ネ
ッ
ト
時
代
に
は
S
N
S
や
ネ
ッ
ト

掲
示
板
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ゲ
ー
ム
等
の
よ
う

な
外
国
人
と
触
れ
合
う
た
く
さ
ん
の
機
会
が

あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
に
長
く
滞
在

す
る
外
国
人
は
だ
ん
だ
ん
と
日
本
語
を
身
に

付
け
て
い
き
ま
す
が
、
も
う
一
つ
他
の
共
通

語
が
あ
れ
ば
、
一
つ
の
言
語
を
通
じ
て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
な
い
、
言
い
た
い
こ

と
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
時
に
、
別
の
言

語
を
使
え
る
こ
と
が
と
て
も
便
利
で
助
か
る

場
面
が
あ
り
ま
す
。「
英
語
に
は
な
い
け
ど

日
本
語
に
ピ
ッ
タ
リ
な
表
現
が
あ
る
」
場
合

や
そ
の
逆
の
場
合
は
多
々
あ
り
ま
す
。
他
の

言
語
の
独
特
な
表
現
や
言
い
方
を
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
面
白
く
な
る
し
、
自
分
の
視
野
も
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。
選
択
肢
が
い
ろ
い
ろ
あ

る
こ
と
が
個
人
的
に
す
ご
く
好
き
で
す
。

　

外
国
の
文
化
と
触
れ
合
う
た
め
に
地
元
か

ら
離
れ
な
く
て
も
い
い
で
す
。
外
国
語
が
で

き
れ
ば
、
外
国
の
ニ
ュ
ー
ス
や
映
画
、
本
、

テ
レ
ビ
番
組
、
音
楽
な
ど
を
字
幕
や
翻
訳
な

し
で
楽
し
め
ま
す
よ
ね
。
メ
デ
ィ
ア
に
あ
ま

り
興
味
が
な
い
と
し
て
も
、
意
外
と
自
分
の

趣
味
や
仕
事
に
外
国
語
が
役
に
立
つ
可
能
性

が
あ
り
ま
す
！
外
国
語
の
情
報
源
を
参
考
に

す
る
と
、
世
界
中
の
人
は
ど
う
や
っ
て
問
題

を
解
決
し
た
り
、
あ
る
事
柄
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
技
術
や
手
段
を
と
っ
た
り
し
て
い
る

か
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
知
識
を
自
分
で
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
外
国
語
が
分
か
れ
ば
翻
訳
に
頼
ら
ず

情
報
を
直
接
手
に
入
れ
、
自
分
で
解
釈
で
き

ま
す
。
ど
ん
な
に
上
手
に
訳
さ
れ
て
い
て
も
、

原
文
の
面
白
さ
を
少
し
失
っ
て
し
ま
い
、
わ

ず
か
な
が
ら
翻
訳
者
の
見
方
と
偏
見
が
入
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は

特
に
そ
う
で
す
。
例
え
ば
、
私
は
日
本
に
つ

い
て
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読
む
時
は
だ
い
た
い
英

語
の
も
の
を
読
み
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
日

本
語
で
の
同
じ
ニ
ュ
ー
ス
を
読
む
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
一
つ
の
話
題
で

も
い
ろ
ん
な
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
、

自
分
の
判
断
力
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

二
つ
以
上
の
言
語
を
使
用
し
て
い
る
と
、

他
の
人
よ
り
「
頭
が
良
く
な
る
」
か
ど
う
か
、

ま
だ
科
学
的
に
は
っ
き
り
と
は
証
明
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
外
国
語
を
学
ぶ
こ
と
の
ま
た

別
の
健
康
的
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。
第
二

言
語
を
話
す
時
、
脳
は
実
際
に
第
一
言
語

（
母
国
語
）
の
処
理
も
同
時
に
し
て
い
る
の

で
す
。
つ
ま
り
、
外
国
語
を
学
ぶ
・
話
す
こ

と
は
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
よ
う
な
も
の
で
、

こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
お
か
げ
で
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
の
人
は
マ
ル
チ
タ
ス
ク
（
複
数
の
作
業

を
同
時
に
行
う
）
能
力
が
高
い
と
い
う
こ
と

が
研
究
で
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
キ
ン

グ
メ
モ
リ
ー
の
能
力
も
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
な

い
人
よ
り
高
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ワ
ー
キ

ン
グ
メ
モ
リ
ー
と
は
、
周
り
の
空
間
の
情
報

を
保
持
な
が
ら
、
同
時
に
操
作
や
作
業
を
す

る
た
め
の
能
力
の
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
二

つ
以
上
の
言
語
を
使
え
る
人
の
脳
は
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
認
知
症
に
対
し
て
そ
の
病

気
の
発
症
が
平
均
で
五
年
ぐ
ら
い
遅
延
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
利
点
が
あ
り

ま
す
の
で
、
英
語
（
も
ち
ろ
ん
他
の
言
語
で

も
い
い
で
す
が
）を
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

自
分
の
ペ
ー
ス
で
ち
ょ
っ
と
ず
つ
や
っ
て
も
良

い
ら
し
い
で
す
よ
。
毎
週
水
曜
日
と
木
曜
日

に
英
会
話
教
室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
奈
半
利
町
教
育
委

員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　アメリカで生まれ育った私はもちろん英語が
できますが、家族と主にヒンディー語とウル
ドゥー語を使用し、学校や大学でフランス語と日
本語を学び、マルチリンガル（多言語使用者）で
す。
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平成２８年４月から犬･猫の引き取りを中止平成２８年４月から犬･猫の引き取りを中止平成２８年４月から犬･猫の引き取りを中止

　これまで、奈半利町では、飼えなくなった犬や猫の引き取り
を実施していました。
　飼い主の方には、犬や猫が命を終えるまで適切に飼養する「終
生飼養」の責任があります。飼い始めた動物は最後まで愛情と
責任を持って飼ってください。どうしても飼えなくなった場合は、

新しい飼い主を見つけていただくようお願いします。
　このようなことから、平成２８年４月から犬･猫の引き取りを中止することと
しました。 
　皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。
　やむを得ず、引き取りを希望される方については

　　　安芸福祉保健所衛生環境課  　☎ ０８８７－３４－３１７３
　にご相談ください。
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作り方
おにぎらず

朝ごはんをつくろう！食べよう！かんたんレシピ

高知県・高知県食生活改善推進協議会発行「家族で実践しよう！健康的な生活習慣」リーフレットより抜粋

1ラップの上に海苔を斜めに置き、その中央にご飯
の半量を正方形に均一にのばす。
2①の上にお好みの具材をのせる。
3②の上に残りの半量のご飯を薄く重ねる。
4ラップごと四方の海苔の角を中心に向けて折りた
たむ。
5ラップに包み少し落ち着かせてから、縦や斜めの
好きな形に切り、切り口を上にして盛り付ける。

材料（1個分）
ご飯…150ｇ
全型海苔…1枚
お好みの具材
（卵焼き・ハム・ツナマヨ・焼肉・
きんぴらごぼう・スライスチーズなど）

朝食をとる、とらないでこんなに差が！朝食をとる、とらないでこんなに差が！朝食をとる、とらないでこんなに差が！朝食をとる、とらないでこんなに差が！朝食をとる、とらないでこんなに差が！

朝、自分で
スッキリ
目覚め

早く寝ついて
ぐっすり眠る

ほどよい疲れ
早めに睡魔

家族で実施しよう！
健康的な生活習慣
家族で実施しよう！
健康的な生活習慣
家族で実施しよう！
健康的な生活習慣

　家族みんなで元気に過ごすための秘訣は、「健康的な生活習
慣」です。
　「食事・睡眠・運動」のサイクルが崩れると病気にかかりやすく
なったり、やる気が出なくなったりします。
　家族で健康的な生活習慣について考え、実践してみましょう。

中に入れる
具材は、
お好みで

いろいろアレ
ンジ

できますよ！

体調万全で
勉強・運動

朝食充実のポイントはこちら！

朝食を食べる習慣のない人は、おにぎ
りやバナナなど何でも良いので１品で
も口に入れる習慣をつけましょう。

少しでも食べるようにする

みそ汁の具を増やす、牛乳や果物を追加するな
ど少しずつバランスを整えていきましょう。

１つでも食品数を増やす

ご飯やパンなどの「主食」、魚や肉・卵などの「主菜」、
野菜を使った「副菜」をそろえましょう。

主食・主菜・副菜をそろえる

朝食をきちんととる
子の方が正答率が高い

高知県中学生
■ 食べている　　　　  ■ どちらかといえば、食べている
■ あまり食べていない  ■ 全く食べていない
出典：平成25年度全国学力学習状況調査改変

（％）
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70

朝食をきちんととる
子の方が体力合計点が高い

高知県中学男子 高知県中学女子
　■ 毎日食べる　　　  ■ 時々食べない
　■ 毎日食べない
出典：平成25年度高知県体力・運動能力、運動習慣等調査結果
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健康的な
生活習慣の
サイクルが
きれいに

回ることが重要

健康的な
生活習慣の
サイクルが
きれいに

回ることが重要

健康的な
生活習慣の
サイクルが
きれいに

回ることが重要

しっかり朝食！
胃腸快調

60.2 52.7 40.8 39.3 37.6
46.7 44.5 41.9

49.5 44.8
最大で

15.4ポイント差
最大で
3.2点差

最大で
4.8点差

　　　～目標は１日60分～

・体を動かすことは病気にならないじょ
うぶな体づくりに役立ちます。
・運動はスポーツだけでな
く、犬の散歩やお風呂洗
いなどもりっぱな運動で
す。
・適度な運動を続ける習慣
が大切です。

運動

　　　～早ね早おきをしよう～

・寝ている間に体の成長や疲労回復を促
すために必要なホルモン（成長ホルモ
ンなど）が分泌されます。

・毎日決まった時刻に寝て起きて朝日を
浴びることが大切です。

・テレビ、テレビゲームやスマートフォ
ンの画面が発する強い光は脳を興奮さ
せて眠気を減らします。寝る１時間前
にはやめるようにしましょう。

睡眠
　　　～朝食は１日の活力源～

・朝食は脳が働くためのエネルギー源です。寝ている間
に下がった体温を上昇させ、活発に活動できます。

・朝食を食べると胃腸が刺激され便秘予防になります。
・主食・主菜・副菜のそろったバランスのよい食事をし
ましょう。

・野菜をしっかり食べましょう。

食事

早めに
布団に入ろう！

調理は
うす味にね！

滑　なはり広報　No.30527



阪神タイガース少年野球教室開催

（日）、安芸市営球
場で、阪神タイガース

の野球教室が開催され、奈半
利スポーツ少年団も参加をしま
した。まず、掛布２軍監督より挨
拶があり、その後現役のプロ野
球選手にバッティングや守備練
習などを教えていただきまし
た。また平成27年ドラフト１位の
高山選手などフレッシュな選手
と交流を深めることもできまし
た。

西田選手

高山選手

もっと、
　腰をグッと

　元スタメン選手の今岡コーチ、平
野コーチなど、現役では高山選手や
加納選手などから間近で指導を受
け、終了後は、児童たちに現役選手
から直筆サイン入りユニフォームがプ
レゼントされ、参加者にとって忘れ
られない１日となりました。

Baseball
Event 2月

2/7
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